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医学講座 4 月 25 日（水）
14：00 ～ 15：30 （予定）
会場：大和成和病院 1 階 ロビー

解説！入院から退院まで　～大和成和病院の治療過程～

講師：大和成和病院
　　　 心臓血管外科
　　   米花 知伸 医師

お問合せ ☎ 046-278-3911（大和成和病院　総務課）

 ◇次回の予告
  5 月 30 日（水）開催予定です

南
林
間
駅

鶴
間
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東名
高速
道路

国道246号線

小
田
急
線
江
ノ
島
線

大和成和病院　大和成和病院では、心臓病の治
療で入院される方が大半です。知っ
ておけばいざという時に安心でき
る、心臓病の治療内容や入院中の
過ごし方について、詳しくお話し
します。

参加無料

■ 交通のご案内
南林間駅・中央林間駅・鶴間駅・さがみ野駅
から無料シャトルバス

 

高
齢
に
な
っ
た
ら
要
注
意

動
悸 

（
ど
う
き
）、
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
い
‥
‥

　
　

 　
　
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

大
動
脈
弁
が
加
齢
で
‥
‥

　
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
と
は
、

心
臓
の
大
動
脈
弁
の
弁
尖
に
炎

症
、
癒
着
、
硬
化
、
石
灰
化
が

　

高
齢
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
大
動
脈
弁
が
硬
く
な
っ
た
り
石
灰
化
し
、
弁
の
開
放

が
制
限
さ
れ
る
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」。
心
臓
か
ら
全
身
に
送
り
出
さ
れ
る
血
流
が

妨
げ
ら
れ
ま
す
。
動
悸
、
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症
状
に
は
要
注
意
で
す
。

生
じ
て
大
動
脈
弁
の
開
放
が
制

限
さ
れ
る
病
気
で
、
加
齢
と
と

も
に
弁
の
硬
化
・
石
灰
化
は
進

行
し
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て

は
、リ
ウ
マ
チ
性
・
先
天
性
（
二

尖
弁
）・
加
齢
変

性
が
あ
り
ま
す

が
、
近
年
の
大

動
脈
弁
狭
窄
症

の
ほ
と
ん
ど
は

加
齢
変
性
に
よ

る
硬
化
・
石
灰

化
で
す
。

　
　

進
行
が
緩
徐
で

自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
心
雑
音

な
ど
を
き
っ
か
け
に
診
断
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
大

動
脈
弁
の
開
放
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
で
、
全
身
に
送
り
出
さ
れ

る
血
流
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
お

も
に
、
動
悸
・
息
切
れ
・
易
疲

労
（
疲
れ
や
す
い
）
な
ど
の
症

状
が
現
れ
は
じ
め
ま
す
。
心
臓

や
血
管
の
専
門
病
院
を
受
診
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

重
症
に
な
る
と
狭
心
痛
・
失

神
・
心
不
全
を
認
め
る
よ
う
に

な
り
、
突
然
死
を
お
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
法
は
進
行
に
あ
わ
せ
て

　

治
療
法
は
、
症
状
の
進
行
度

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

〇
軽
症

　
→
薬
に
よ
る
保
存
的
治
療

　

狭
窄
し
た
弁
を
根
本
的
に
治

す
方
法
で
は
な
い
の
で
、
残
念

な
が
ら
予
後
を
大
幅
に
改
善
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
重
症

　
→
弁
を
取
り
換
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

従
来
は
「
外
科
的
大
動
脈
弁

置
換
術
」
が
重
症
大
動
脈
弁
狭

窄
症
の
標
準
治
療
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
長
期
成
績
も
確
立
し

て
お
り
、
現
在
、
日
本
に
お
け

る
第
一
選
択
の
治
療
法
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
手
術
は
開
胸

を
し
て
心
肺
を
人
工
的
に
一
時

止
め
、
そ
の
間
、
人
工
心
肺
装

置
を
利
用
す
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
全
身
の
臓
器
に
大
き
な
負

担
を
強
い
ま
す
。

　

開
胸
し
な
い
「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

　

こ
の
大
き
な
負
担
を
考
え
る

と
、
高
齢
の
人
、
癌
の
あ
る
人
、

開
胸
手
術
や
放
射
線
治
療
の
既

往
の
あ
る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
治

療
を
受
け
て
い
る
人
、
肺
や
肝

臓
な
ど
に
重
篤
な
疾
患
の
あ
る

人
な
ど
は
「
外
科
的
手
術
を
選

択
し
な
い
」
方
が
良
い
事
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

開
胸
を
し
な
い
新
し
い
治
療

法
で
あ
る
「
経
カ
テ
ー
テ
ル
的

大
動
脈
弁
留
置
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
）」
が
、
２
０
１
３
年
10
月

か
ら
日
本
で
も
施
行
可
能
と
な

り
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
治
療

の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
し
た
。

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
流
が
妨
げ
ら
れ
、
左
心
室

に
は
負
荷
が
か
か
る

大
動
脈

大
静
脈

大動脈弁の
狭窄

だいどうみゃくべん

きょうさく

負荷

左心室

 

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
治
療

 

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
も
選
択
可
能

　
　
　

大
和
成
和
病
院
　
浦
部 

晶
博 

医
師
　

　
カ
テ
ー
テ
ル
で
人
工
弁
を

　

Ｑ
．
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈

弁
留
置
術「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
タ
ビ
）」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
治
療
な
の

で
し
ょ
う
か
？　

Ａ
．
大
動
脈

弁
狭
窄
症
の
新

し
い
治
療
法
で

す
。

　

心
臓
以
外
の

合
併
疾
患
な
ど

に
よ
り
外
科
的

治
療
の
危
険
性

が
高
い
患
者
さ

ま
や
、
ご
高
齢

で
外
科
的
治
療

が
体
力
的
に
困

難
な
患
者
さ
ま

に
対
し
て
も
行

な
え
る
低
侵
襲

（
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
な

治
療
法
で
す
。

　

他
の
治
療
法
と
は
異
な
り
、

心
臓
外
科
に
よ
る
開
胸
手
術
を

せ
ず
、
心
臓
を
停
止
さ
せ
ず
に

行
な
い
ま
す
。

　

折
り
畳
ま
れ
た
人
工
弁
（
生

体
弁
）
を
、
太
も
も
の
付
け
根

の
血
管
も
し
く
は
左
胸
の
数
ｃ

ｍ
の
皮
膚
切
開
か
ら
、
専
用
カ

テ
ー
テ
ル
で
大
動
脈
弁
の
位
置

に
運
び
、
バ
ル
ー
ン
で
膨
ら
ま

浦部 晶博　医師
 ( うらべ　あきひろ )
大和成和病院
 【循環器内科】

せ
て
自
己
の
大
動
脈
弁
の
上
に

留
置
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
で
支
え
ま
す

　
Ｑ
．
ど
の
よ
う
に
し
て
大
動

脈
弁
狭
窄
症
の
治
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
で
は
、
２
０
１
８

年
３
月
よ
り
神
奈
川
県
内
７
番

目
の
実
施
認
定
施
設
と
し
て
、

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
よ
る
治
療
を
開
始

し
ま
し
た
（「
経
カ
テ
ー
テ
ル

的
大
動
脈
弁
置
換
術
関
連
学
会

協
議
会
」
に
よ
る
認
定
）。

　

当
院
は
、
循
環
器
内
科
医
、

心
臓
血
管
外
科
医
、麻
酔
科
医
、

放
射
線
科
技
師
、
心
エ
コ
ー
技

師
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技

士
、
理
学
療
法
士
、
管
理
栄
養

士
な
ど
多
職
種
で
結
成
さ
れ
る

「
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
り
治

療
を
行
な
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
、
開
胸
手
術
に
よ

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
治
療
に
「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
タ
ビ
・
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留

置
術
）」
も
選
択
で
き
る
大
和
成
和
病
院
。
こ
の
治
療
法
に
つ
い
て
、
日
本
心
血
管

イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会
な
ど
の
認
定
医
資
格
を
持
つ
、
循
環
器
内
科
の
浦

部
晶
博
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　左から、人工弁の例（Edwards SAPIEN 弁）、カテーテルで
膨らませた人工弁、自己の大動脈弁の上に留置したところ（写
真提供：エドワーズ・ライフ・サイエンス社）

る
治
療
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法

に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
の
患
者

さ
ま
が
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
適
し
て
い

る
か
を
「
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
」
で

検
討
し
お
一
人
お
ひ
と
り
に
あ

わ
せ
た
、
最
適
と
思
わ
れ
る
治

療
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

80
歳
以
上
の
ご
高
齢
の
方
や
、

ほ
か
の
病
院
で
「
外
科
的
手
術

が
困
難
」
と
言
わ
れ
た
患
者
さ

ま
、
ご
家
族
は
、
一
度
当
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
取
材
協
力
）

神奈川県大和市南林間 9-8-2

循環器専門病院

大和成和病院
☎046-278-3911

【ＴＡＶＩ（タビ）外来】
・水曜日
（予約制 PM 14：00 ～ 16：00）
　担当医師　浦部 晶博
・金曜日
（予約制 PM 14：00 ～ 16：00
　担当医師　田畑 美弥子

　

今
「
日
本
人
の
約
８
人
に

１
人
は
慢
性
腎
臓
病
で
は
？
」

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
約

１
３
３
０
万
人
・
日
本
腎
臓
学

会
）。
慢
性
腎
臓
病
は
、
腎
臓

の
働
き
が
健
康
な
人
の
60
％
以

下
に
低
下
す
る
、
タ
ン
パ
ク
尿

を
呈
す
る
と
い
っ
た
腎
臓
の
異

常
が
続
く
状
態
で
す
。

　

初
期
は
自
覚
症
状
に
乏
し

く
、
自
治
体
や
職
場
の
健
康
診

断
で
見
つ
か
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
こ
の
段
階
で
通
院
を

始
め
れ
ば
、
生
活
習
慣
の
改
善

や
薬
を
飲
む
こ
と

な
ど
で
、
腎
機
能

の
低
下
を
緩
慢
に

で
き
ま
す
。

　

健
診
な
ど
で
懸

念
を
指
摘
さ
れ
た

ら
、
腎
臓
専
門

医
（
腎
臓
内
科
）

を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

人
工
透
析
で
食
事
に
悩
ん
だ
ら

 

「
リ
ン
や
水
分
に
気
を
つ
け
て
」

　

食
事
療
法
を
し
っ
か
り
と

　

し
か
し
、
腎
臓
の
機
能
が
あ

る
程
度
悪
化
し
て
し
ま
う
と
、

透
析
療
法
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
透
析
は
腎
臓
の
働
き
を
完

全
に
代
替
す
る
治
療
で
は
な
い

の
で
、
生
活
を
よ
り
健
康
に
す

ご
す
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
食
事
療
法
を
し
っ
か
り

と
行
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
透
析
療
法
を
始
め

る
と
、
始
め
る
前
に
比
べ
て
食

事
療
法
は
や
や
緩
和
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
透
析
を
始
め

る
前
の
保
存
療
法
の
と
き
に
比

べ
れ
ば
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
た
ん
ぱ

く
質
の
摂
取
基
準
が
緩
く
な

り
、
そ
の
点
で
は
食
事
管
理
が

比
較
的
楽
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
食
事
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
る
と
言
っ
て
も
、
個

別
の
食
事
管
理
は
必
要
で
す
。

リ
ン
や
水
分
の
制
限
が
新
た
に

加
わ
り
ま
す
し
、
尿
が
ど
れ
く

ら
い
出
て
い
る
か
、
日
ご
ろ
の

透
析
で
余
分
な
水
分
や
老
廃
物

を
ど
れ
く
ら
い
取
り
除
け
て
い

る
か
、
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

状
態
に
よ
り
食
事
内
容
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
透
析
患
者
の

食
事
療
法
は
、
医
師
や
管
理
栄

養
士
か
ら
個
別
に
指
導
さ
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
、
し
っ
か
り

と
行
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

腎
臓
専
門
医
の
い
る
病
院
で

は
、
人
工
透
析
患
者
に
治
療
や

送
迎
な
ど
を
提
供
し
、
管
理
栄

養
士
の
栄
養
指
導
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
な
ど
で
腎
臓
の
機
能
が
あ
る
程
度
悪
化
し
て
し
ま
う
と
、
人
工
透
析
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
食
事
の
制
限
は
続
く
の
で
、
医
師
や
管
理
栄
養
士
の
個
別
指
導
に

そ
っ
て
、
た
ん
ぱ
く
質
や
リ
ン
、
水
分
の
摂
取
量
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

機能が低下した腎臓では身体に必要なタンパク質も
老廃物とともに尿管に漏れ出してしまいます。

機能が低下した腎臓

老廃物
膀胱へ

静脈 動脈
正常な腎臓

タンパク質

　
―
―
―
慢
性
腎
臓
病
は
「
新

た
な
国
民
病
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
ね
？

　
（
奥
村
医
師
）「『
慢
性
腎
臓

病
』
と
は
、
腎
臓
の
障
害
が
慢

性
的
に
続
い
て
い
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
現
在
、
患
者

さ
ん
は
国
内
に
約
１
３
３
０
万

人
（
成
人
の
約
８
人
に
１
人
）

い
る
と
推
定
さ
れ
『
新
た
な
国

民
病
』と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
も
呼
ば
れ
る
慢
性

腎
臓
病
は
、
蛋
白
尿
や
血
尿
な

ど
が
出
て
い
る
、
画
像
診
断
な

ど
で
腎
障
害
が
見
ら
れ
る
、
腎

機
能
が
低
下
し
て
い
る
、
と

い
っ
た
状
態
が
３
か
月
以
上
続

い
た
と
き
に
診
断
さ
れ
ま
す
」

　
―
―
―
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

　
「
重
症
度
が
低
い
初
期
の
段

階
で
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
に

つ
れ
、
夜
間
の
尿
が
増
え
る
、

貧
血
、
だ
る
さ
、
む
く
み
、
息

切
れ
と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ

れ
は
じ
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
症
状
が
自
覚
さ
れ

る
と
き
に
は
、
す
で
に
慢
性
腎

臓
病
が
相
当
進
行
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
糸
球
体
腎
炎

や
多
発
性
嚢
胞
腎
な
ど
の
腎
臓

病
は
重
要
な
慢
性
腎
臓
病
の
原

因
で
す
が
、『
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
、

慢
性
腎
臓
病
を
発
症
す
る
可
能

性
が
高
い
』
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
習
慣

 

慢
性
腎
臓
病

肥
満
や
運
動
不
足
、
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
に
注
意

　
　
　

         　
取
材
協
力
　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　

　

慢
性
腎
臓
病
や
、
そ
の
悪
化
を
防
ぐ
に
は
、
肥
満
や
運
動
不
足
、
飲
酒
、
喫
煙
な
ど

に
注
意
が
必
要
で
す
。
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
食
事
内
容
の
指
導
や
、
生

活
習
慣
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
、
透
析
治
療
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
透
析
医
学
会

認
定
の
専
門
医
資
格
な
ど
を
持
つ
、
奥
村
栄
二
郎
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

病
の
原
因
と
な
る
肥
満
や
運
動

不
足
、
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
職
場
や
自
治
体
な

ど
の
健
康
診
断
で
懸
念
を
指
摘

さ
れ
た
ら
腎
臓
専
門
医
（
腎
臓

内
科
）を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」

　
―
―
―
生
活
習
慣
の
改
善
な

ど
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
は
い
。
私
は
３
月
か
ら
当

院
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
専
門

は
腎
臓
内
科
で
す
。
一
般
の
内

科
外
来
も
担
当
し
ま
す
が
、
人

工
透
析
も
含
む
、
腎
臓
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
外
来
ま
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
透
析
の
導
入
を

遅
ら
せ
る
よ
う
な
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
透

析
が
必
要
に
な
っ
て
も
治
療
を

継
続
で
き
ま
す
。
ま
た
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
患
者
さ
ま
お
一

人
お
ひ
と
り
の
栄
養
指
導
、
５

ｋ
ｍ
以
内
の
無
料
送
迎
な
ど

も
行
な
っ
て
い
ま
す
」。
■
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
☎

０
４
２
ー
７
９
８
ー
１
１
２
１

奥村 栄二郎　医師
 ( おくむら　えいじろう )
ふれあい町田ホスピタル 

【内科､ 腎臓内科、人工
透析内科】

お問合せ ☎ 042-798-1121（ふれあい町田ホスピタル　総務課）

医学講座 4 月 23 日（月）
11：00 ～ 12：30 （予定）
会場：ふれあい町田ホスピタル  1 階 会議室

橋　本

相模原

多摩境

JR 横浜線

京
王
相
模
原
線

町田街道
日産

小山

ふれあい町田
ホスピタル

■ 交通のご案内
多摩境駅・南大沢駅から無料シャトルバス

参加無料

 ◇次回の予定
  5 月下旬に開催予定です

ロコモティブシンドロームと運動器疼痛について
　ロコモティブシンドロームとは、運
動器のいずれか、あるいは複数に
障害がおこり、「立つ」「歩く」といっ
た機能が低下する状態です。進行
すると日常生活に支障が‥‥病院
長が詳しくお話しします。

講師：ふれあい町田ホスピタル
　　　 整形外科
　　  病院長 市原 眞仁 医師
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学校法人湘南ふれあい学園

学校説明会・オープンキャンパス開催中
みなさまのお越しをお待ちしております

ご参加や、説明会・オープンキャンパスの詳細については、各校へお問い合わせください

湘南医療大学 茅ヶ崎看護
専門学校

茅ヶ崎リハビリ
テーション専門学校 下田看護専門学校 医療ビジネス

観光情報専門学校

オープンキャンパス

入試準備説明会あり
5/26（土）
14:00～ 16:00

学校説明会
体験実習あり
5/12（土）
13:00～ 16:00　

学校説明会（理学療法
学科・作業療法学科）
体験学習あり4/21㈯
5/26㈯ 14:00～ 16:30
学校説明会（言語聴覚
学科）体験学習あり
4/21㈯、5/12㈯
5/26㈯
10:00～ 12:00

学校説明会
体験実習あり
5/26（土）
13:00～ 16:00

オープンキャンパス
4/21（土）、5/12（土）
5/19（土）
10:00～ 12:30

保護者向け学校説明会
5/20（日）
10:00～ 11:30

☎045-821-0115 ☎0467-86-6011 ☎0467-88-6611 ☎0558-25-2211 ☎042-744-9711

~子どもの日（端午の節句）に「かつお」を~

（1 人分　総カロリー 618kcal ／塩分  3.8g）

今月の注目食材
　「勝つ男に通じる」かつおを食べ、縁起をかつぎます。かつおはビタミン
Ｂ12 が豊富で貧血予防に。疲労回復が期待できるタウリンも豊富です。こ
の時期の「初かつお」は赤身が多く、低カロリーです。

かつお

材料　（1 人分）
今月のレシピ ＜かつおの青じそフライ ごまソース＞　(289kcal ／塩分 1.1ｇ)

かつお
青じそ
薄力粉
卵
パン粉
Ａ（白すりごま 3g 、中濃ソース 8ml、
　　めんつゆ 1.5ml）

80g
0.8g
   4g
   8g
 10g

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

①かつおは、切り身の真ん中に切れ目を入れて、縦半分に切った青
じそをはさむ。   ②薄力粉をうすくまぶして溶き卵にくぐらせ、パン
粉を全体にかける。  ③フライパンにサラダ油（10ml）をしき、中火で油を
スプーンでかけながら「揚げ焼き」にする。こんがりと色がついたら、上下
をひっくり返して、カリッとするまで揚げる。  ④皿に盛りつけ、アスパラ
ガス（20g）、レモン（15g）、ミニトマト（10g）を添える。かつおの
青じそフライには、「Ａ」を混ぜ合わせた「ごまソース」をかける。

　
「
訪
問
看
護
」
は
、
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、
主
治
医
の
指
示
の
も
と
に
必

要
な
医
療
処
置
や
看
護
ケ
ア
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で
利

用
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
や
母
親
も
対

象
に
し
て
い
る
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

―
―
―
病
気
や
障
害
を
持
っ

て
い
て
も
、
自
宅
で
暮
ら
し
た

い
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
そ
の
よ
う
な
願
い
を
か
な

え
る
た
め
、
在
宅
療
養
生
活

を
支
え
る
の
が
訪
問
看
護
で

す
。
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
乳

幼
児
や
母
親
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
い
年
齢

層
の
方
々
の
療
養

生
活
、
そ
し
て
家

族
の
方
々
を
支
え

て
い
ま
す
。
乳
幼

児
と
母
親
も
対
象

と
し
て
い
る
こ
と

は
、
当
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
特
色
か

と
思
い
ま
す
。

　

住
み
な
れ
た

ご
自
宅
や
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
経
験
の
長

い
看
護
師
７
人
で
、
24
時
間

３
６
５
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
担
当
看

護
師
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
ご

本
人
や
ご
家
族
と
一
緒
に
考
え

な
が
ら
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

よ
り
良
い
看
護
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
在
宅
で
の
療
養
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
い
た
し

ま
す
の
で
、
急
病
や
ご
出
産
な

ど
で
入
院
さ
れ
、
退
院
後
の
生

 
「
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
を
支
援

  
24
時
間
３
６
５
日
対
応　

母
子
や
高
齢
者

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
場
合

に
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
も
対
象
で
す
。

　

お
も
な
提
供
内
容
は
、
右
の

表
に
掲
げ
た
通
り
で
す
」

 　
―
―
―
訪
問
看
護
を
利
用

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接

ご
相
談
い
た
だ
く
か
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
双
方

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
寝
た

き
り
、
ま
た
は
脳
卒
中
の
後
遺

症
な
ど
で
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
な

方
、
認
知
症
の
方
、
医
療
処
置

の
必
要
な
方
、出
産
後
の
母
親
、

乳
幼
児
、
そ
の
ほ
か
看
護
の
必

要
な
方
を
対
象
に
、
訪
問
看
護

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
や
介
護
で
お
困
り
の
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」（
取
材
協
力
）

　

　

　
　

訪問看護の提供内容（おもなもの）
・病状の観察と助言
・日常生活の援助
　（栄養摂取、排せつ、清潔などへの援助）
・医師の指示に基づく医療的な処置
 （褥瘡、胃瘻、留置カテーテル、気管カニューレ、
 　在宅酸素、人工肛門などの管理、リハビリ）
・薬の飲み方と管理
・精神的支援
・終末期のケア
　（医療的処置、緩和ケアに加え、精神的サポート
　　を重視して支援をいたします。おもに延命を目
　　的とするものではありません）

☎ 0467 － 78 － 1132　Fax 78 － 1391
あやせ訪問看護ステーション

「
あ
や
せ
訪
問
看
護
」
の
ス
タ
ッ
フ

書
道
に
よ
る
認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ

（
作
業
療
法
）

 

介
護
老
人
保
健
施
設
　
ふ
れ
あ
い
の
町
田 

　
　
　
　

認
知
症
の
方
も
支
援

　
　
　
　
　
　

入
所
が
で
き
る
施
設

　
―
―
―
老
健
、
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
施

設
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と

し
た
入
所
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

高
齢
の
方
が
病
気
や
け
が
な

ど
で
入
院
し
、
急
性
期
や
回
復

期
の
治
療
が
終
わ
る
と
、
病
院

か
ら
は
退
院
さ
れ
る
運
び
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
退
院
と
な
っ

て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
人
は
病
気

を
契
機
に『
自
立
』が『
要
介
護
』

に
な
っ
た
り
し
て
、
す
ぐ
に
自

宅
へ
戻
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
介
護
老
人
保
健
施

設
で
は
、
病
院
を
退
院
さ
れ
た

高
齢
の
方
が
入
所
し
、
一
定
の

期
間
を
定
め
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
し
、
自
宅

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
回
復
を

目
指
し
ま
す
」

　

―
―
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
心
身
の
機
能
回
復
訓
練（
リ

ハ
ビ
リ
）
や
、
日
常
生
活
の
介

助
、
健
康
管
理
、
介
護
に
関
わ

る
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
、
退
所
後
の
ご
自
宅
で
の
暮

ら
し
が
よ
り
安
全
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
お
宅
の
改
修
の
相
談

な
ど
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
」

　
―
―
―「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「『
ふ
れ
あ
い
町
田
』
の
特
徴

と
し
て
、
認
知
症
専
門
棟
（
定

員
40
名
）
が
あ
り
ま
す
。
重
い

認
知
症
の
た
め
ご
家
庭
で
の
日

常
生
活
に
な
ん
ら
か
の
支
障
が

あ
り
、
支
援
が
必
要
な
方
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
お
一
人
お

ひ
と
り
の
個
性
や
心
身
の
状
況
、

生
活
歴
な
ど
を
把
握
し
日
常
生

活
の
援
助
を
行
な
う
、
専
門
の

看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

穏
や
か
で
安
心
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
『
認

知
症
の
周
辺
症
状
』
を
落
ち
着

か
せ
て
、
明
る
く
楽
し
く
日
々

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
か
つ
安
全

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。（
※
認
知
症
の

周
辺
症
状
：
幻
覚
、
妄
想
、
抑

う
つ
、
徘
徊
な
ど
）
お
な
じ
敷

地
内
に
は
病
院
『
ふ
れ
あ
い
町

田
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
を
併
設
し
て

い
る
こ
と
で
医
療
面
で
の
緊
急

時
の
対
応
力
が
高
い
こ
と
、
専

門
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
個
人
の
症
状
に
合
わ
せ
た
リ

ハ
ビ
リ
に
は
、
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
緑
の
豊
か
な

町
田
市
西
部
に
あ
る
当
施
設
、

見
学
、
相
談
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
」。
■
介

護
老
人
保
健
施
設
ふ
れ
あ
い
の

町
田　

☎
０
４
２
ー
７
９
８
ー

２
０
０
１

　

介
護
に
つ
い
て
、
現
在
、
家

族
の
た
め
に
必
要
と
し
て
い
る

人
、
い
ず
れ
必
要
と
な
る
人
に

も
有
用
な
の
が
「
介
護
職
員
初

任
者
研
修
」
で
す
。

　
「
介
護
」
に
つ
い
て
、「
何
と

な
く
知
っ
て
い
る
」「
こ
う
す

れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
？
」
と
い

う
あ
や
ふ
や
な
も
の
で
な
く
、

正
し
い
知
識
を
し
っ
か
り
と
身

に
付
け
ま
せ
ん
か
？

　

当
研
修
を
修
了
し
た
受
講
生

か
ら
先
日
「
親
が
『
自
立
』
の

間
に
受
講
し
て
お
い
て
よ
か
っ

た
。
昨
年
末
か
ら
、
い
よ
い
よ

同
居
の
母
が
要
介
護
状
態
と
な

り
、
今
、
自
宅
で
初
任
者
研
修

の
成
果
を
実
践
し
て
い
ま
す
」

と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
３
か
月
半
で
資
格
取
得

　

お
も
に
通
信
で
学
べ
る
「
介

   

ご
家
族
の
介
護
に
も
役
立
ち
ま
す

　
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
受
講
生
を
募
集
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

介護職員初任者研修
● 日　程：平成30年5月24日 (木) ~9月6日 (木)

＊スクーリング全 17 日間

● 申　込 :ふれあい医療福祉研修センター
   　茅ヶ崎市南湖 1-6-11　☎ 0467-84-0576

● 募　集：20 名 (5/23 までの申込み先着順）
● 受講料：60,000 円 ( 税･テキスト代込 )　   
     ※期間限定割引あり ( 要問合せ )

護
職
員
初
任
者
研
修
」
は
、
介

護
の
基
本
的
知
識
か
ら
応
用
技

術
ま
で
学
べ
る
介
護
の
入
門
的

資
格
で
す
。
約
３
か
月
半
の
通

信
教
育
で
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
通

学
）
は
全
17
日
で
す
。
介
護
職
を

希
望
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
介
護
が
必
要
な
方
、
い

ず
れ
必
要
と
な
り
そ
う
な
方
に

も
お
す
す
め
で
す
。
詳
細
は
お

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

  

医
療
面
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

「
往
診
や
医
療
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
」

　
　
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
　
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」

は
、
同
じ
建
物
内
に
協
力
医
療

機
関
の
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
入
居

す
る
と
副
院
長
の
往
診
が
受
け

ら
れ
、
入
居
前
の
面
談
・
健
康

相
談
も
。日
々
の
診
察
や
入
院
、

人
工
透
析
な
ど
も
建
物
内
の
移

動
だ
け
、
急
な
体
調
変
化
に
も

対
応
で
き
る
住
環
境
で
す
。

　

居
住
性
に
こ
だ
わ
り

　

ス
タ
ッ
フ
は
「
最
近
は
ご
夫

婦
で
の
入
居
の
ご
相
談
も
増
え

て
お
り
ま
す
。
残
り
１
室
の
み

と
な
り
ま
す
が
居
住
性
に
こ
だ

わ
っ
た
夫
婦
部
屋
に
は
、
お
風

呂
や
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
、キ
ッ

チ
ン
を
完
備
し
て
お
り
、
現
在

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
将
来
的
な
病
気
や
介
護
の

不
安
も
無
く
、
心
軽
や
か
に
お

過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
』
そ
ん

な
環
境
を
備
え
た
有
料
老
人

ホ
ー
ム
が
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス

町
田
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
見

学
や
体
験
入
居
は
随
時
受
付

中
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
に
つ

い
て
も
お
問
い
合
せ
を
。

    

４
月
２
０
日
ま
で
の
毎
日

　

食
事
つ
き
見
学
会
を
実
施
中

　

同
ホ
ー
ム
で
は
、
４
月
２
０

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
毎
日
、

午
前
11
時
か
ら
「
食
事
つ
き
無

料
見
学
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
（
要
・
事
前
申
し
込
み
）。

見
学
会
で
は
、
入
居
者
の
食
事

と
同
じ
昼
食
が
用
意
さ
れ
ま

す
。
見
学
会
で
は
、
介
護
の
現

場
を
よ
く
知
る
専
門
家
が
案
内

を
務
め
、
初
め
て
の
見
学
者
に

も
老
人
ホ
ー
ム
の
「
種
類
、
特

徴
、
違
い
」
や
「
施
設
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
案
内
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
「
個
別
相
談
会

で
は
、
お
困
り
ご
と
、
ご
不
安

な
こ
と
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
ご
一
緒
に
考
え
、
解
決
方

法
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」と
話
し
ま
す
。
詳
細
は
、

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
☎

０
１
２
０
―
８
６
―
６
５
３
４

に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

居住性にこだわった居室

入居者は往診も受けられます

　

○
…
４
月
か
ら
整
形
外
科

に
「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」
を

開
設
す
る
、
さ
が
み
野
中
央
病

院
。
山
田
院
長
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。「
高
齢
の
方
が
『
自

立
』
で
無
く
な
っ
た
り
、
介
護

度
が
上
が
っ
て
し
ま
う
原
因
の

一
つ
が
骨
折
で
す
。
骨
折
を
予

防
す
る
に
は
骨
粗
鬆
症
を
改
善

す
る
こ
と
が
一
番
」。
院
長
自

身
が
骨
粗
鬆
症
学
会
の
認
定
医

で
こ
の
専
門
外
来
を
担
当
し
、

骨
粗
鬆
症
認
定
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
看
護
師
と
共
に
患
者
を
支
え

ま
す
。「
食
事
や
運
動
の
指
導

も
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
そ

れ
だ
け
で
は
『
パ
ワ
ー
不
足
』。

現
在
は
良
い
内
服
薬
、
注
射
薬

も
あ
る
の
で
、
お
薬
に
よ
る
治

療
を
お
勧
め
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
訪
ね
く

だ
さ
い
」
と
院
長
。

　

○
…
整
形
外
科
は
、
骨
折
、
脱

臼
な
ど
の
外
傷
と
腰
痛
、
肩
こ

り
、
変
形
性
膝
関
節
症
、
骨
粗
鬆

症
な
ど
急
性
及
び
慢
性
の
疾
患

に
対
し
て
幅
広
く
対
応
。
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
や
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
、
頚
髄
症
な
ど
に
対
す
る
専

門
性
の
高
い
脊
椎
手
術
を
行
う

他
、
脊
椎
椎
体
骨
折
に
は
治
療
の

負
担
が
少
な
い
低
侵
襲
手
術
（
Ｂ

Ｋ
Ｐ
）
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
地
域
に
密
着
し
、
救
急

指
定
病
院
と
し
て
急
性
期
医
療

を
担
う
と
共
に
、
慢
性
期
の
疾

患
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
る

さ
が
み
野
中
央
病
院
。
大
和
成

和
病
院
や
綾
瀬
厚
生
病
院
な
ど

と
も
緊
密
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

院
長
は
「
当
院
は
、
患
者
さ
ま
の

満
足
度
の
高
い
、
か
か
り
つ
け

病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。『
患

者
様
と
の
距
離
が
近
い
、
担
当

者
の
顔
が
見
え
る
医
療
』
を
テ
ー

マ
に
、
外
来
は
も
と
よ
り
、
入
院

で
の
検
査
や
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ

等
を
提
供
し
、
専
門
的
な
手
術

は
当
院
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
大

学
教
授
ら
の
執
刀
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

○
…
「
ス
タ
ッ
フ
は
、
第
一
に

患
者
さ
ま
を
中
心
に
ど
ん
な
状
況

で
も
お
互
い
に
人
と
し
て
リ
ス
ペ

ク
ト
（
敬
意
）
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
、
第
二
に
患
者
様
を
ゲ
ス
ト

と
し
て
迎
え
、
お
も
て
な
し
の
心

と
真
摯
な
気
持
ち
で
病
気
に
取
り

組
み
、
病
人
を
癒
す
こ
と
、
第
三

に
、
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
と
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
る
こ
と
を
全
員
が
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

満
足
度
の
高
い
「
か
か
り
つ
け
病
院
」
を
目
指
し
て

こ
の「
人
」に
聞
く山田 久孝（やまだ　ひさたか）

さがみ野中央病院　院長　【整形外科】
日本整形外科学会専門医　日本整形外科学会
認定脊椎脊髄病医　日本骨粗鬆症学会認定医
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医療法人社団  公仁会

成和クリニック
☎ 046-264-3911
〒242-0005 神奈川県大和市西鶴間 5-3488-7
【交通のご案内】「鶴間駅」「南林間駅」を経由する、無料の
巡回バスを運行しています。詳細はお問い合わせください。

http://www.fureai-g.or.jp/seiwa-clinic/

お問合せ ☎ 046-233-5110（さがみ野中央病院　総務課）

相模鉄道
さがみ野駅

至横浜

県道 40 号（横浜厚木線）

国道 246 号
厚
木
街
道

●
マルエツ

●

●

相模大塚

至海老名

県
道
４
０
号
（
横
浜
厚
木
線
）

●

東原

さがみ野中央病院

東柏ヶ谷
相模大塚駅

南 口

医学講座　4 月 26 日（木）
13：00 ～ 14：30 （予定）
会場：さがみ野中央病院1階リハビリテーション室

参加無料

■ 交通のご案内
さがみ野駅南口から徒歩５分
または同駅北口より無料シャトルバス 

 

き
め
細
か
い
８
つ
の
専
門
外
来

　

 

大
和
成
和
病
院 　

　

大
和
成
和
病
院
は
、
心
臓
・
大
血
管
疾
患
、
末
梢

動
脈
お
よ
び
静
脈
疾
患
専
門
の
急
性
期
病
院
と
し

て
、
外
来
診
療
部
門
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
倉

田
篤
院
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

神奈川県大和市南林間 9-8-2

循環器専門病院

大和成和病院
☎046-278-3911

　
―
―
―
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ

ラ
ザ
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
、
ご
利

用
者
様
が
可
能
な
限
り
ご
自
宅

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
保

険
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

生
活
機
能
向
上
の
た
め
に
理

学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
に
よ

る
専
門
的
な
機
能
訓
練
や
、
介

護
福
祉
士
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
、
日
帰
り
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
成
和
ナ
ー
シ

ン
グ
プ
ラ
ザ
に
は
「
１
日
コ
ー

ス
」
と
、90
分
の
「
短
時
間
コ
ー

ス
」
が
あ
り
、
無
料
の
送
迎
や

入
浴
の
提
供
な
ど
も
行
な
っ
て

い
ま
す
」

　
―
―
―
機
能
訓
練
で
は
、
ど

の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
国
家
資
格
を
持
っ
た
理
学

療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
、
お

一
人
お
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て
、

必
要
な
機
能
訓
練
を
個
別
メ

ニ
ュ
ー
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
や
介
護
士
に
よ

る
集
団
で
の
機
能
訓
練
も
行

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
生
活
機
能
の
向
上
の
た
め
に
介
護
保
険
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、「
要

支
援
」「
要
介
護
」
の
方
な
ら
利
用
で
き
ま
す
。
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
通
所
リ

ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
す
。
物
忘
れ
予
防

の
た
め
の
訓
練
に
は
頭
の
体
操

な
ど
も
取
り
入
れ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

心
身
の
機
能
回
復
や
維
持
の

た
め
、
と
く
に
高
齢
の
方
の
リ

ハ
ビ
リ
は
、
継
続
し
て
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私

ど
も
で
は
、
施
設
長
に
よ
る
個

人
表
彰
な
ど
も
行
な
い
、
ご
利

用
者
さ
ま
の
自
発
性
を
う
な
が

し
、
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
効

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
」

　

―
―
―
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ

ラ
ザ
な
ら
で
は
の
特
色
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
私
ど
も
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

は
、
医
療
と
の
連
携
が
充
実
し

て
い
る
の
が
特
色
か
と
思
い
ま

す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
ご
利
用

 
老
健
　
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ  

「
楽
し
み
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
」　

幅
広
く
医
療
機
関
と
連
携　

 

し
て
い
る
時
間
で
な
く
て
も
、

お
な
じ
グ
ル
ー
プ
の
医
療
機
関

が
ご
利
用
者
さ
ま
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
た
と
え
ば
緊

急
時
に
、
連
携
し
て
い
る
医
療

機
関
へ
緊
急
搬
送
で
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

　

連
携
医
療
機
関
は
、
大
和
成

和
病
院
、
さ
が
み
野
中
央
病

足
の
ス
ト
レ
ッ
チ
（
腰
痛
の
方
は
腰
か
け

た
ま
ま
で
行
な
い
ま
す
）

院
、綾
瀬
厚
生
病
院
、

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

す
。
心
臓
や
血
管
の

疾
患
に
は
、
循
環
器

専
門
の
大
和
成
和
病

院
、
骨
折
や
内
科
の

病
気
に
は
さ
が
み
野

中
央
病
院
あ
る
い
は

綾
瀬
厚
生
病
院
、
人

工
透
析
に
は
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
ま
た
は
綾

瀬
厚
生
病
院
で
対
応

い
た
し
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
、『
要
支

援
』
ま
た
は
『
要
介
護
』
の
方

が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
私
ど
も
、
ま
た
は
ご
担
当
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
」。
■
成

和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
（
大
和

市 

南
林
間
９
―
８
―
９
）
☎

０
４
６
―
２
７
２
―
１
５
１
５

場
合
、
グ
ル
ー
プ
の
大
和
成
和

病
院
（
循
環
器
専
門
病
院
）
と

の
親
密
な
医
療
連
携
で
内
科

的
、
外
科
的
な
治
療
が
迅
速
に

行
な
え
る
等
、
入
院
、
外
来
共

に
患
者
様
の
状
況
に
あ
わ
せ
た

治
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

患
者
さ
ま
ご
本
人
だ
け
で
は
無

く
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
通
院
透
析
の

方
へ
は
自
宅
ま
で
の
無
料
送
迎

を
実
施
、レ
ス
パ
イ
ト
（
休
息
）

目
的
の
入
院
透
析
に
も
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
透
析
で
お
困
り

の
際
は
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。（
取
材
協
力
）

　
「
慢
性
腎
臓
病
は
、
加
療
に

よ
り
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
進
行
し
悪
化
す
る
と

末
期
腎
不
全
と
な
り
、
腎
代
替

療
法
と
し
て
透
析
療
法
等
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
生
命
維
持
を
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
の
腎
臓
内
科
は
、
熊
田

稔
也
・
腎
セ
ン
タ
ー
長
に
加
え

て
、聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
、

北
里
大
学
の
腎
臓
専
門
医
と
連

携
し
、
透
析
を
行
な
う
『
腎
セ

ン
タ
ー
』
の
運
営
管
理
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
25
台
の
透
析

ベ
ッ
ド
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

Ｈ
Ｄ
Ｆ
、
Ｈ
Ｄ
Ｆ
（
血
液
ろ
過

透
析
）対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
通
院
も
入
院
に
も
対
応

　
「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
患

者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状

況
に
合
わ
せ
て
、
外
来
透
析
、

入
院
透
析
な
ど
、
診
療
計
画
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
患

者
さ
ま
は
、
動
脈
硬
化
の
進
行

が
速
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

急
性
心
筋
梗
塞
や
、
下
肢
動
脈

閉
塞
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の

 

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
腎
臓
内
科
、
循
環
器
内
科

 

透
析
と
動
脈
硬
化
に
対
応 

熊田 稔也　医師
 ( くまだ　としなり )
成和クリニック

【腎センター長、腎臓内
科、循環器内科】

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
４
月
に
「
腎
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
以
来
、
17
年
間
に
わ
た
っ
て
透
析
療
法

を
提
供
し
て
い
る
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
そ
の
特
色
に

つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響

　
骨
折
（
転
倒
）
は
、
高
齢
者

が
要
介
護
と
な
る
原
因
の
第
４

位
（
12
．
１
％
・
２
０
１
６
年
）

で
、
骨
折
が
連
鎖
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
活
の
質
（
Ｑ
О
Ｌ
）

が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
す
。
介

護
を
必
要
と

し
な
い
「
健
康

寿
命
」
を
短
く

す
る
だ
け
で

な
く
、「
生
命

予
後
」
を
脅
か

す
事
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

と
く
に
背
骨

の
骨
折
と
脚
の

付
け
根
（
大
腿

骨
近
位
部
）
の

骨
折
を
お
こ
す

と
、
死
亡
率
が

そ
れ
ぞ
れ
8.6

倍
、
6.7
倍
に
も

跳
ね
上
が
り
、

脚
の
付
け
根
の
骨
折
を
お
こ
し

た
人
の
５
年
生
存
率
は
約
50
％

と
、
大
腸
が
ん
の
予
後
よ
り
悪

い
数
字
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
に
よ
る
治
療
の
注
意
点

　

高
齢
者
の
骨
折
の
原
因
と
な

る
骨
粗
鬆
症
の
治
療
は
、
食
事

と
運
動
だ
け
で
は
「
パ
ワ
ー
不

足
」
で
、
多
く
の
人
で
薬
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
骨
は
誰
で
も

新
陳
代
謝
に
よ
り
毎
日
少
し
ず

つ
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
、

生
活
習
慣
病
と
比
べ
る
と
、
高

齢
者
で
も
薬
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
に
入
っ
て
、
飲
み
薬

や
注
射
薬
な
ど
色
々
な
薬
が
保

険
適
応
と
な
り
、
骨
折
予
防
の

効
果
の
高
い
も
の
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
薬
と
の
付

き
合
い
方
に
は
次
の
よ
う
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　

①
充
分
な
検
査
を
行
な
っ
て

的
確
な
診
断
を
受
け
、
担
当
の

医
師
と
相
談
の
上
で
自
分
に

合
っ
た
（
続
け
ら
れ
そ
う
な
）

薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
。

　

②
薬
を
決
め
ら
れ
た
通
り
に

正
し
く
飲
む
（
使
う
）。

　

③
定
期
的
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

血
液
・
尿
の
検
査
を
行
な
っ
て
、

効
果
を
確
認
し
、
副
作
用
に
も

注
意
す
る
。

　

④
骨
折
を
防
ぐ
に
は
最
低
で

も
１
年
半
か
ら
２
年
間
、
投
薬

を
続
け
る
こ
と
が
必
要
。

　

⑤
薬
が
続
け
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
必
ず
担
当
の
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
す
る
（
薬
の
中
断
に

よ
り
、
骨
の
状
態
が
悪
く
な
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

骨
粗
鬆
症
学
会
の
認
定
医
は

「
骨
粗
鬆
症
の
治
療
に
よ
り
骨

折
を
予
防
す
る
こ
と
で
、『
行

き
た
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
』
と
い

う
自
己
実
現
の
喜
び
を
味
わ

い
、
充
実
し
た
暮
ら
し
と
長
寿

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

 「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
」

骨
粗
鬆
症
を
改
善
し
て
骨
折
の
予
防
を

　
　
　
　

薬
に
よ
る
治
療
が
効
果
的
で
す

　

高
齢
者
の
骨
折
は
、
生
活
の
質
を
下
げ
て
し
ま
い
、
健
康
寿
命
を
短
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。
骨
粗
鬆
症
を
改
善
し
て
骨
折
を
予
防
し
、
充
実
し
た
暮
ら
し
を
長
寿
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
骨
粗
鬆
症
の
改
善
に
は
薬
に
よ
る
治
療
が
効
果
的
で
す
。
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認知症
脳血管疾患（脳卒中等）

高齢による衰弱
骨折・転倒
関節疾患

心疾患（心臓病）
パーキンソン病

糖尿病
悪性新生物（がん）

脊髄損傷
呼吸器疾患（肺気腫・肺炎等）

視覚・聴覚障害
その他・不明・不詳

介護が必要となった主な原因
　
「
当
院
の
整
形
外
科
は
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月

13
日
よ
り
「
骨
粗
鬆
症
外
来
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
当
院

は
、
３
月
末
の
時
点
で
千
人
を

超
え
る
骨
粗
鬆
症
患
者
さ
ま
の

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

か
ね
て
よ
り
専
門
外
来
の
ご
要

望
も
強
く
、
４
月
か
ら
開
設
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
第
２
と

第
４
金
曜
日
の
午
前
で
、
予
約

制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
電

話
に
よ
る
予
約
、
整
形
外
科
外

来
受
診
時
の
直
接
予
約
、
ま
た

は
か
か
り
つ
け
の
先
生
の
紹
介

状
に
よ
り
受
診
が
可
能
で
す
」

　
栄
養
や
運
動
も
サ
ポ
ー
ト

　
「
診
療
は
私
、
院
長
の
山
田
が

担
当
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
日

本
骨
粗
鬆
症
学
会
の
第
１
回
骨

粗
鬆
症
認
定
医
で
、
骨
粗
鬆
症

の
診
断
と
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

近
年
そ
の
種
類
が
多
く
な
っ
て

き
た
お
薬
（
内
服
薬
や
注
射
薬
）

に
よ
る
治
療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
栄
養
や
運
動
、
日
常
生
活

の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
も
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
き
め
細
か

く
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
骨
粗
鬆
症

が
原
因
の
背
骨
の
骨
折
の
う

ち
、
難
治
性
で
痛
み
の
激
し
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
東
海
大
学

整
形
外
科
の
渡
辺
雅
彦
教
授
に

よ
る
経
皮
的
椎
体
形
成
術
（
Ｂ

Ｋ
Ｐ
）
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
会
認
定
の
骨
粗

鬆
症
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を

有
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
、
困
っ
た
こ
と
は
ス

タ
ッ
フ
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。
■
さ
が
み
野
中
央

病
院
☎
０
４
６
―
２
３
３
―

５
１
１
０

 

投
薬
や
生
活
改
善
で
サ
ポ
ー
ト

　
　

整
形
外
科
に
「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」
を
開
設　

　
　

取
材
協
力
　
さ
が
み
野
中
央
病
院
　

　

４
月
13
日
か
ら
整
形
外
科
に
、
あ
ら
た
に
「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」
を
開
設
す
る
、

さ
が
み
野
中
央
病
院
。
薬
に
よ
る
治
療
を
行
な
う
ほ
か
、
栄
養
や
運
動
な
ど
の
生
活
指

導
面
で
も
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
日
本
整
形
外
科
学
会
の
認
定
専
門
医
資
格
な

ど
を
持
つ
、
山
田
久
孝
院
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

山田 久孝　医師
 ( やまだ　ひさたか )
さがみ野中央病院 院長

【整形外科、骨粗鬆症専
門外来】

お問合せ ☎ 0467-77-5111（綾瀬厚生病院　総務課）

医学講座  ４月 26 日（木）
14：00 ～ 15：30 （予定）
会場：綾瀬厚生病院　産科棟４階　会議室

参加無料

■ 交通のご案内
海老名、長後、さがみ野、相模大
塚、かしわ台の各駅より路線バ
ス　綾瀬市深谷中1-4-16

東名高速
道路

綾瀬市役所

食品館あおば

福田小学校

下福田小学校

桜
ヶ
丘
駅

高
座
渋
谷
駅

小
田
急
江
ノ
島
線綾瀬

厚生病院45

42

早川

綾瀬大橋入口

代官三丁目

認知症患者への対応策　～楽しい家庭を維持するためには !! ～

 ◇次回の予定
  5 月下旬に開催予定です

　幻覚、妄想、抑うつ、徘徊など
は「認知症の周辺症状」ですので、
周りの方々の接し方次第で、周辺
症状は緩和することもできます。
どんな接し方が望ましいのか、脳
神経外科医が詳しくお話しします。

講師：綾瀬厚生病院
　　　 脳神経外科
　　   副院長 伊藤 薫 医師

　

お
一
人
お
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て

　
「
当
院
で
は
日
曜
・
祝
日
を

除
き
毎
日
、
循
環
器
内
科
医
・

心
臓
血
管
外
科
医
が
外
来
診
療

を
担
当
し
、
あ
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
外
来
も
設
け
て
お
り

ま
す
。
ご
都
合
に
よ
り
専
門
外

来
の
日
時
に
お
越
し
に
な
れ
な

い
場
合
で
も
、
循
環
器
内
科
・

心
臓
血
管
外
科
外
来
を
受
診
い

た
だ
け
れ
ば
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
診
療
と
治
療
法

を
提
供
で
き
ま
す
。

　

当
院
は
２
０
１
８
年
４
月
１

日
現
在
、
以
下
８
つ
の
専
門
外

来
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

○
不
整
脈
外
来

　
○
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来　

　
○
下
肢
虚
血
外
来　

　
○
弁
膜
症
外
来

　
○
血
管
外
科
外
来

　

○
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
タ
ビ
）
外
来

　
○
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　
　
ン
外
来　

　

○
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来

　

ま
た
、
当
院
で
は
紹
介
状
・

診
療
情
報
提
供
書
の
ご
用
意
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
外
来
受
診

を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」

　
「
初
診
外
来
」
と
相
談
員
も

　
「『
ど
の
診
療
科
に
受
診
す
れ

ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
』
場
合

に
は
、『
循
環
器
内
科
初
診
外

来
』
を
受
診
さ
れ
る
か
、
ご
来

院
前
に
相
談
員
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
適
切
な
診
療
科
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

初
診
担
当
の
相
談
員
は
３
名

で
す
。
相
談
の
受
付
時
間
は
、

月
曜
～
土
曜
日
の
９
痔
か
ら
16

時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
臓

や
血
管
の
病
気
に
つ
い
て
、
ど

う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

（
取
材
協
力
）

倉田 篤　医師
 ( くらた　あつし )
大和成和病院 院長

【心臓外科】

講師：さがみ野中央病院
病院長 山田 久孝 医師
薬剤部 宮田 由起 薬剤師

骨粗鬆症の薬について　～ 継続して健康寿命を延ばそう ～

 ◇次回の予定
  5 月下旬に開催予定です

　骨粗鬆症の薬は骨折予防のため
に継続する必要があります。近年
は、回数の少ない飲み薬や、注射
薬などの新しい薬が登場していま
す。長く健康でいるために、骨粗
鬆症の薬を知っておきませんか？
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★未経験、ブランクのある方も歓迎　★非常勤は勤
務日数、勤務時間応相談　★通勤費全額支給  （上
限 50,000 円 ）　 ★ 車 通 勤 可　 ★ 施 設 内 保 育 施
設・医療費補助制度有り

あなたの技術を
待っている人がいる
① 看護師 　   347,800 円（夜勤含）/ 284,800 円
　　　　　  時給 1,500 円～・( 夜勤 1 回 )24,000 円～
② 准看護師　 298,600 円（夜勤含）/ 244,600 円
　　　　　  時給 1,200 円～・( 夜勤 1 回 )20,000 円～
③ 介護福祉士 247,700 円（夜勤含）/ 225,200 円
　　　　　  時給 1,200 円　・( 夜勤 1 回 )18,500 円
④ 看護補助    225,900 円（夜勤含）/ 207,900 円
　　　　　  時給 1,100 円　・( 夜勤 1 回 )17,000 円
⑤ 薬剤師　　 282,400 円・時給 2,000 円～　
⑥ 理学療法士 302,400 円・時給 1,600 円～　
⑦ 作業療法士 302,400 円・時給 1,600 円～　　
⑧ 言語聴覚士 302,400 円・時給 1,400 円～
⑨ MSW（医療ソーシャルワーカー）249,500 円
⑩ 医療事務    198,500 円
⑪ サービス提供責任者  245,500 円
⑫ 保育士       233,400 円・時給 1,200 円～　　
⑬ 訪問介護士 213,900 円・時給 1,200 円～　　
　  〈月給例は、経験１０年〉

京 王 線
多摩境駅

ふれあい町田ホスピタル
☎ 042-798-1121 〒 194-0215　町田市小山ヶ丘 1-3-8 ● 問い合わせ：（総務課）横山

医療法人社団
康 心 会 

　 相 鉄 線
 さがみ野駅

 さがみ野中央病院医療法人社団 ☎ 046-233-5110
〒 243-0401 海老名市東柏ケ谷 6-20-20　●問い合わせ：（総務課）阿部

さがみ野駅から徒歩5分
① 看護師 　    347,800 円（夜勤含）・時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回 ）24,000 円〜
② 准看護師     298,600 円（夜勤含）・時給 1,200 円〜・（夜勤 1 回 ）20,000 円〜
③ 看護補助　　 　207,900 円　　・時給 1,100 円
④ 薬剤師　　 　   282,400 円
⑤ 理学療法士 　   302,400 円
⑥ 作業療法士　    302,400 円
⑦ 言語聴覚士　    302,400 円
⑧ ケアマネジャー 270,100 円
⑨ 保育士　　 　　233,400 円
　　　　　　　　　 時給 1,200 円〜
  〈月給例は、経験１０年〉

小田急線
鶴 間 駅

医療法人社団

公 仁 会   成和クリニック ☎ 046-264-3911
〒 242-0005 大和市西鶴間 5-3488-7　　●問い合わせ：（総務課）渕上

① 看護師　   　 347,800 円（夜勤含）
② 准看護師　   298,600 円（夜勤含）
③ 介護福祉士　 247,700 円（夜勤含）
④ 看護補助　   225,900 円（夜勤含）
⑤ 介護士　      238,650 円（夜勤含）
⑥ 薬剤師  　　 282,400 円
⑦ 臨床検査技師 260,700 円
⑧ 医療事務　　 198,500 円
　 〈月給例は、経験１０年〉

地域も職員も大切にサポ－トします。

★ 自動車通勤可。　★ 鶴間駅から無料シャトルバス有。
★ 交通費全額支給 ( 上限 5 万円）

小田急線
南林間駅

〒 242-0005 大和市西鶴間６−３０ー２４　●問い合わせ：（総務）盛岡

南林間駅より徒歩 15 分　車通勤可

みどりの風大和
サービス付き高齢者向け住宅

① 看護師     　 時給 1,500 円〜
② 准看護師  　 時給 1,200 円〜
③ 介護福祉士   242,200 円・
　　　　　　　 時給 1,300 円
④ 介護士  　　　218,900 円 
　　　　　　　　  時給 1,200 円・
　　 　 　 　  （夜勤1回）18,500円
〈月給例は、経験１０年〉

新設保育所オープン
保育士・調理師 募集

株 式 会 社 F M C 　 〒 253-0083 茅 ヶ 崎 市 西 久 保 5 0 0 番 地 　☎ 0 4 6 7 - 8 8 - 1 2 6 3

保育士 （常勤）  184,600 円 〜 327,600 円
　　　 （夜勤手当 1 回）  5,000 円
　　　 （皆勤手当）       10,000 円　　　　
　　　 （非常勤） 時給 1,200 円〜 1,300 円
          （夜勤 1 回）   ５,000 円〜
調理師 （非常勤）時給   960 円〜 1,000 円

・夏期休暇（最大 3 日）の他、各種特別休暇あり
・医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
・入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます
 （常勤対象）

保育士
調理師

募　集

☎ 046-271-6261

★ 車通勤可　★ 保育所有り

① 看護師　　　 347,800 円（夜勤含） 
　       時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回 ）  24,000 円〜
② 看護補助 　　207,900 円・ 時給 1,100 円　
③ 薬剤師 　　　282,400 円・ 時給 2,000 円〜
④ 臨床検査技師 260,700 円・ 時給 1,300 円〜
⑤ 臨床工学技士 275,500 円・ 時給 1,300 円〜
⑥ 医療事務       198,500 円 
⑦ 総務事務       242,500 円 （大卒）

⑧ 事務当直　（当直 1 回 ）11,000 円
⑨ 保育士       　233,400 円・時給 1,200 円〜
    〈月給例は、経験１０年〉　 

小田急線
南林間駅

大和成和病院医療法人社団

公 仁 会
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-2 ●問い合わせ：（総務課）七枝

☎ 046-278-3911

★ 保育所有り　★ 無料送迎バス有り    
★ 非常勤は勤務日数、勤務時間応相談 
★ 車通勤可　

全国有数の心臓・循環器専門病院！全国有数の心臓・循環器専門病院！
全国有数の
心臓・循環器

専門病院！

① 看護師     　 347,800 円（夜勤含）
　　　　　　　 284,800 円
　　　　　　  時給 1,500 円〜〈非常勤〉
　　 （夜勤 1 回） 24,000 円〜〈非常勤〉
② 准看護師       298,600 円（夜勤含）
                       244,600 円　　　
                    時給 1,200 円〜〈非常勤〉
　　 （夜勤 1 回） 20,000 円〜〈非常勤〉
③ 看護補助　   225,900 円（夜勤含）
　　　　　　　  207,900 円
　　　　　　  時給 1,100 円　 〈非常勤〉
　　 （夜勤 1 回） 17,000 円 　〈非常勤〉
④ 医療事務 　  198,500 円
⑤ 保育士 　     233,400 円
                    時給 1,200 円〜〈非常勤〉
⑥ 送迎運転士   時給 960 円    〈非常勤〉
    〈月給例は、経験１０年〉

綾瀬市の基幹病院！車通勤可！

★年間休日 121 日（他夏休み有）★未経験、
ブランクある方も歓迎★非常勤は勤務日数・勤
務時間応相談 ★保育施設あり（土日祭日受入可）
★車通勤可 ★海老名・長後より無料送迎あり

海老名駅
長 後 駅

綾瀬厚生病院医療法人社団
柏 綾 会 ☎ 0467-77-5111

〒 252-1103 綾瀬市深谷中 1-4-16　　● 問い合わせ：（総務課）久米田

小田急線
南林間駅 落ち着いた雰囲気の働きやすい職場です

介護老人保健施設 成和ナーシングプラザ ☎ 046-272-1515
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-9　●問い合わせ：（総務課）田中

① 看護師       347,800 円（夜勤含）     /  284,800 円
　　　　　  時給 1,500 円～・( 夜勤 1 回 )24,000 円～
② 准看護師    298,600 円（夜勤含）     /  244,600 円
　　　　　  時給 1,200 円～・( 夜勤 1 回 )20,000 円～
③ 介護福祉士 268,700 円（夜勤含）     /  237,200 円
                時給 1,300 円　・( 夜勤 1 回 )20,000 円
④ 介護士       238,650 円（夜勤含）     /  213,900 円
　　　　　  時給 1,200 円   ・( 夜勤 1 回 )18,500 円
⑤ MSW（医療ソーシャルワーカー）          249,500 円
⑥ 保育士       233,400 円・時給 1,200 円

〈月給例は、経験１０年〉
①車通勤可　②南林間駅から無料
シャトルバス有り　③保育所有り

下田駅下田駅

① 看護師 　         347,800 円 （夜勤含）
　 時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回） 24,000 円〜  
② 准看護師　       298,600 円 （夜勤含）
　 時給 1,200 円〜・（夜勤 1 回） 20,000 円〜
③ 作業療法士 302,400 円  ・時給 1,600 円〜
④ PSW（精神保健福祉士） 　  249,500 円   
 〈月給例は、経験１０年〉

ふれあい南伊豆ホスピタル
〒 415-0151 静岡県賀茂郡南伊豆町青市 848
☎ 0558-62-1461

医療法人社団
辰 五 会

（総務課） 西川・寺嶋・藤原

★職員寮有ります ※１ルームから一軒屋の古民家までご希望の生活ス
タイルに合わせた物件有り ★無農薬自家菜園、釣り（磯、ルアー）、サー
フィンなど趣味を満喫し仕事も充実したい方に最適な職場です ★車通
勤可 ★研修制度も充実しています

Ｉターン・
Ｕターン大歓迎！
Ｉターン・
Ｕターン大歓迎！

せいわ居宅介護支援センター
〒 242-0006 大和市南林間 ９ｰ８ｰ９ｰ 4 階 
☎ 046-240-0149　（総務課） 田中

医療法人社団
公 仁 会

南林間駅グループ連携がとれる
働きやすい職場です

介護支援専門員　
　    271,100 円 
　 〈月給例は、経験１０年〉
★ 車 通 勤 可 ★ 南 林 間 駅 か ら 無 料
シャトルバス有　★併設施設…介護
老人保健施設「成和ナーシングプラ
ザ」・成和訪問看護ステーション　
★協力医療機関…大和成和病院・さ
がみ野中央病院・成和クリニック　
★関連施設…サービス付き高齢者向
け住宅「みどりの風大和」

〈勤務地〉
● ふれあい東戸塚保育園　   〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15　　　　　 ☎045-827-2637
● ふれあい大和保育園　　   〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14　　　　　　　　☎046-278-3911
● ふれあい町田保育園　　   〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10　　　　　　　　 ☎042-798-1121
● ふれあい綾瀬保育園　　   〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13　　　　　　　　☎0467-77-5111
● ふれあいさがみ野保育園　〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103　 ☎046-233-5110
● ふれあい茅ヶ崎保育園　   〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205  ☎0467-86-6530


